
夫婦の出生（妻コーホート別）  

晩婚化による夫婦第2子出生低下の観察  
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☆女性（妻）の年齢ごとに、各コーホートの夫婦の第2子出生確率を  

1928年コーホートと比較し、女性の晩婚化に起因する低下を図示した  

もの。低下の大きいところほど濃い色で示した。  
I 

出生動向基本調査  

夫婦の出生（妻コーホート別）  

高学歴化による夫婦出生低下の観察  
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☆女性（妻）の年齢ごとに、各コーホートの夫婦の平均出生子ども数を  

1928年コーホートと比較し、女性の高学歴化に起因する低下を図示し  

たもの。低下の大きいところほど濃い色で示した。  

出生動向基本調査   
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参照コーホートの夫婦出生力仮定の設定  

参日召コーホートの離死別効果仮定の受定  

ー、21   



女性コーホート別離婚確率の測定と観察   
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女性の結婚経歴別にみた出生力  
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参昭コーホートの離死別効果仮定の設定  

配偶関係の分類  

γ：生涯未婚率  

離死別効果係数（∂）の構造  ＞  
1．   

離婚・再婚の動向を反映  

∂＝（㌦＋㌔R打＋R・Rr・＋㌔wRdw）  

参照コーホート  

出生仮定設定の  

基本的な考え方  
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出生の仮定に関する考え方の比較  

（平均初婚年齢）   

が進行し、平均初婚年齢の上昇に   
い夫婦完結出生児数は以前より減   

（結婚出生係数）  

出生の仮定に関する考え方の比較  

（雛死別効果係効）  
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平成14年推計仮定値によるライフコース像  

轟蹄㌔㌦㌦                     ぜ∵ぜ  

平成14年推計仮定値によるライフコース像  

高位仮定  中位仮定  低位仮定   



（3）死亡の仮定について  

これまでの将来人口推計における生命表投影の考え方   

これまでの将来人口推計における生命表投影については、最良生命表方式、年齢別死亡  

率補外方式、標準化死因別死亡率補外方式、リレーショナルモデル方式などの方法が用い  
られてきた。  

∴仮定値投影にあたフ、て、の〈萎本的考え方   平均寿命の仮定値  
基準時点   将来   

197年（昭和町）年推計  昭和60年目標の生命表を将来にわたり周定   男 71‥宰叫97す年）  男 73．声～（19寧華年）  

（最良生命表方式）   女 76．43（1974年）  女 78．78（1985年）   

1981（昭和56）年推計  過去の年齢別死亡率の傾向を投影   7314（1979年）  男 75．07（2025年）  

（年齢別衰亡率補外方式）   女 78．50（1979年）  女由．41（2025年）   

1986（昭和61）阜推計  過去の死因別年齢標準化死亡率の傾向を投影  男 7†．92（19年声年）  男77．87（2025年）  

（標準化死因別死亡率補外方式）   女 80，63（1985年）  女 83．85（2025年）   

1992（平成刃年推計  過去の死因別年齢標準化死亡率の傾向を投影  75921990）  男 78．27（2025年）  
（標準化亮歯知元亡率補外方式）   女 81．90（1990年）  女85．d6（2025年）   

1997（平成∈け年推計  過去の死因別年齢標準化死亡率申傾向を投影  ＝＝ ll ●● ■  男 79．43（20卯年）  
（標準化死因別死亡率補外方式）   女 82．84（1995年）  女 86＿47（2050年）   

200軍（平卿中年推計  リー・カーターモデルにより死亡率を投影   謹  ●一 Ill・  男 叩．9串（2050年）  

（りしニショナル・モデル方式）   女 84．62（2000年）  女 89．22（2050年）   

コ（ト   



平均寿命の実績値と推計値  

平均寿命の実績値と推  計値  

－ ー ㌦〆〆「笥蒜蒜訝  
し・…－・叩・【・・・・V “号  

平成9年推計  ミ裏  
■■■′一‾■   

′′・ノー  

㌦＿・r  

平成4年推計  幸  
■，・一一■－一▲一，－一一・、■－劇一山  

■ －－－－・－－  

昭和61年推計  

l昭和Sl年推計   

50L仙  
1950  1960  1970  †9〔【0  1990  70CO  2010     2D2〔）    2030  2040  2（〕50  

：西暦）   

資料厚生労働省「生命表」、国立社会保障・人口問題研究所一日本の招来推計人口J  

′吉昭和51年推計では、昭和5D～59年は生存率を補間しているが、平均寿命が不明なため、平均寿命を補間したものを表示している  

生命表推計の不確実性について   

生命表の将来推計に当たって寿命がどこまで延びるのかは重要な関心事であり、1990年代には人口  

学者の間で「寿命の限界」などの議論が行われた。しかしながら、最長平均寿命は各国や国連などによ  

る平均寿命の推計値を上回って延びてきた。一方、アフリカにおけるHlV／AtDSのように、過去に存在し  

なかった感染症などによって平均寿命が大幅に低下した国もあり、全盆㈱  

蛙基ぃと考えられる。  
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平均寿命伸長の年齢要因  

平均余命伸長の年齢別比較  
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死亡率の動向  

生命表投影モテル改善の視占  

左の図は、女子の死亡率について、平均的な年齢別死亡率水準に対する相対的な年齢別死亡率水準の変  
化を示す（⊃死亡率水準が低下してきていることから、過去から現在に時代が移行するにつれ、曲線は概ね上  

から下に移動する動きを示すが、右の図はこれに特異値分解を施し、第1特異値による項から推計を行ったも  

のである（，  
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